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主な内主な内容容
 2200歳再会と門出「平歳 再会と門出「平成成２２ ２２年年登米市成人式」登米市成人式」

申告相談が始まりま 申告相談が始まりますす

市政・水道モニター募 市政・水道モニター募集集

市内入賞情 市内入賞情報報

9町トピック 9町トピックスス

市民の広 市民の広場場

市からのお知らせ・暮らしの情 市からのお知らせ・暮らしの情報報

限りない希望を胸限りない希望を胸にに
晴れて大人の仲間入晴れて大人の仲間入りり
「平成２２年登米市成人式（１/１０）「平成２２年登米市成人式（１/１０）」」
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「
成
人
の
日
」
前
日
の
１
月
　
日
、
登
米
市

１０

成
人
式
が
登
米
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
成
人
式
は
、
昨
年
よ
り
　
人
少
な

４３

い
１
０
４
７
人
（
男
５
２
２
人
、
女
５
２
５

人
）
が
対
象
。
こ
の
う
ち
、
式
典
に
は
晴
れ

着
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
８
８
６
人
の
新

成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
式
前
、
旧
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ
声
が
響

く
一
方
、
式
典
で
は
大
人
と
し
て
の
自
覚
を

真
剣
な
表
情
で
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

「社会人として自覚のある態度で社会に貢献できるよう努力します」と誓った

齋藤 祐  一  郎 さん（迫町）と藤欠
ゆう いち ろう

 遥 さん（南方町）
はるか

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
登米市の未来を開く新成人

再 会 と 門 出

平成２２年登米市成人式

3 Feb.2010

　佐藤　 晴  香 
はる か

さん（迫町）

過
ご
し
、
今
日
無
事
に
、
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
現
在
福
島
県
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
古

里
を
離
れ
て
改
め
て
思
う
こ
と
は
、
健
康
に
育
て
て

く
れ
た
両
親
と
、
目
標
達
成
に
導
き
次
へ
と
送
り
出

し
て
く
れ
た
先
生
方
の
存
在
で
す
。
今
日
は
少
し
し

か
成
長
し
た
姿
を
お
見
せ
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
も
温
か
く
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
わ
た
し
は
大
学
で
経
済
を
学
ん
で
い
ま
す
が
、

刻
一
刻
と
変
わ
る
世
界
経
済
の
中
で
、
将
来
ど
の
よ

う
に
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
か
、
ま
た
ど
う
い
っ
た

形
で
、
地
域
に
恩
返
し
が
で
き
る
の
か
を
、
残
り
わ

ず
か
な
学
生
生
活
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
わ
た
し
た
ち
の
背
中

２０
に
は
「
責
任
」
と
「
期
待
」
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。
重
圧
に
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な

と
き
に
こ
そ
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
と
感
謝
の
心
を

忘
れ
ず
、
こ
の
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
世
の
中
に
、

良
き
仲
間
た
ち
と
共
に
、
さ
わ
や
か
な
平
成
の
風
を

吹
か
せ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　千葉　 聡 
さとし

さん（東和町）

■
古
里
を
離
れ
改
め
て
思
う
　
　
　
　

　
家
族
や
先
生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
　

平
成
の
始
ま
り
と
と
も
に
生
ま
れ
た
わ
た
し
た

ち
は
、
周
囲
の
支
え
の
も
と
、
　

年
の
時
を

２０

■
自
身
の
行
動
や
発
言
に
責
任
を
持
ち

　
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
た
い
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
歳
に
対
す
る
思
い
は
皆
、
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い

２０
ま
す
が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
の
　
年
間
は
あ
っ
と
い

２０

う
間
で
、
今
日
の
成
人
式
を
迎
え
て
い
る
こ
と
が
、

信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
　
歳
を
迎
え
た
わ
た
し
た
ち
は
、
周
り
か
ら
は

２０

「
大
人
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
自
身
の

行
動
や
発
言
に
責
任
を
持
ち
、
少
し
ず
つ
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
が
こ
こ
ま
で
健
康
に
成
長
し
て
こ
れ
た
の

は
両
親
の
お
か
げ
で
す
。
ま
た
、
今
ま
で
の
　
年
間

２０

を
振
り
返
る
と
、
家
族
、
友
人
や
先
生
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
家
族

に
は
た
く
さ
ん
迷
惑
を
掛
け
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
迷
惑
を
掛
け
る
と
思
い
ま
す
が
、　

歳
２０

と
な
り
大
人
に
近
づ
く
わ
た
し
た
ち
を
見
守
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
困
難
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
乗
り
越
え
、
着
実
に
一
歩
ず

つ
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う

な
立
派
な
成
人
式
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、

し
、
少
し
で
も
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
希
望

を
胸
に
抱
き
入
社
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
先
輩
方
に

迷
惑
を
掛
け
て
い
る
毎
日
で
す
。
そ
の
た
め
一
日
で

も
早
く
一
人
前
に
な
る
こ
と
が
、
わ
た
し
を
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
先
輩
方
へ
の
恩
返
し
で
あ
る
と
思

う
の
で
、
早
く
周
囲
か
ら
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
今

後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
仕
事
や
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
　
年
間
多
く
の
人
が
わ
た
し
を

２０

支
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
今
は
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
成
人
式
を
迎
え
た
今
、
大
人
の
仲
間
入
り
が
で
き

た
と
い
う
う
れ
し
さ
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
す

べ
て
の
場
面
に
お
い
て
、
自
分
の
発
言
や
行
動
に
責

任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
社
会
の
厳
し
さ
を
実
感
し
、
現
実

に
不
安
を
感
じ
る
と
き
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
と
き
こ
そ
、
自
分
自
身
を
見
失
わ
ず
に
、
こ
れ
ま

で
支
え
て
き
て
く
れ
た
人
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
、
目

標
を
持
っ
て
前
へ
進
ん
で
い
き
た
と
思
い
ま
す
。

■
一
日
も
早
く
一
人
前
に
な
る
こ
と
が

　
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
の
恩
返
し
　

わ
た
し
は
、
高
校
を
卒
業
後
、
就
職
し
働
い
て

い
ま
す
。
入
社
す
る
際
に
は
、「
仕
事
を
通

 はたちの主張　― ２０歳になって思う「新成人からのメッセージ」 ―

　伊藤　 秀 
しゅう

 太 
た

さん（迫町）
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美美声声 津山町出身でフリーアナウン津山町出身でフリーアナウンササーー

佐々木眞奈美さんが式典を進佐々木眞奈美さんが式典を進行行

激激励励 新成人に社会人として新成人に社会人としてのの

自覚や責任を語る布施市自覚や責任を語る布施市長長

期期待待 式典の受け付けをする新成式典の受け付けをする新成人人

懐かしい友人に早く会いたい懐かしい友人に早く会いたい！！

再再会会 久しぶりの再会を喜ぶ姿久しぶりの再会を喜ぶ姿がが

会場内でたくさん見られまし会場内でたくさん見られましたた

贈贈呈呈 1,047人の成人を記念し1,047人の成人を記念し、、

市からも記念品を贈市からも記念品を贈呈呈 感感謝謝 成人への祝いの言葉成人への祝いの言葉にに

感謝の気持ちを込めての拍感謝の気持ちを込めての拍手手

感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動ののののののののののののののののののののの平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人登米市成人式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人とととととととととととととととととととととしししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててて 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたにににににににににににににににににににににに

5 Feb.2010

写真で見る登米市の成人式

感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動ののののののののののののののののののののの平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平の平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２　年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年   登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ととととととととととととととととととととととししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててて 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたににににににににににににににににににににに

自自覚覚 市長式辞や来賓祝辞市長式辞や来賓祝辞にに

真剣なまなざしの新成真剣なまなざしの新成人人

企企画画 仕事や学業の時間の合間をぬっ仕事や学業の時間の合間をぬってて

成人式を企画した実行委員の皆さ成人式を企画した実行委員の皆さんん仲仲間間 仲良しのグループで「ハイチーズ仲良しのグループで「ハイチーズ」」

きれいにかわいらしく撮ってきれいにかわいらしく撮ってねね

親親心心 家族の皆さんも、子どもたち家族の皆さんも、子どもたちのの

晴れ姿を温かく見つめていまし晴れ姿を温かく見つめていましたた

一一堂堂 市内の新成人が一堂に集市内の新成人が一堂に集いい

式典が進められまし式典が進められましたた

5 Feb.2010
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盛
大
に
、
厳
か
に
新
成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
う
成
人
式

を担う

たち
（順不同）

6Tome

中田：宝江・上沼地区

東和地区

米山：西野・桜岡・善王寺地区登米地区

中田：石森・浅水地区

豊里地区

7 Feb.2010

未来の

登米市 

新成人 

7 Feb.2010

米山：中津山地区

南方地区

津山地区

迫：森・北方地区

迫：佐沼地区

迫：新田地区 石越地区
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※申告待ち時間の短縮のため、事業所得や
不動産所得などの各種経費、医療費などは
事前に計算し、領収書を持参してください。

申
告
に
必
要
な
も
の

申告相談時に必要なもの

　
平
成
　
年
１
月
１
日
現
在
、
市

２２

内
に
住
所
を
置
き
、
次
に
該
当
す

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
平
成
　
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た

２１

人
（
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
を
含
む
）
。

　
ま
た
、
給
与
所
得
者
に
つ
い
て

は
、
次
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
◎
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

　
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

　
◎
勤
務
先
で
給
与
の
年
末
調
整

　
が
さ
れ
な
か
っ
た
人

　
◎
給
与
所
得
の
ほ
か
に
農
業
や

　
営
業
な
ど
の
各
種
事
業
所
得
、

　
不
動
産
所
得
、
配
当
所
得
、
雑

　
所
得
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
申
告
書
附
表
の
提
出
の
み
と

な
り
、
附
表
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

申
告
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
◎
収
入
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

　
人
（
他
市
町
村
に
い
る
家
族
の

　
扶
養
に
な
っ
て
い
る
な
ど
）

　
◎
収
入
が
障
害
年
金
・
遺
族
年

　
金
・
失
業
給
付
な
ど
の
非
課
税

　
所
得
の
み
の
人

　
◎
収
入
が
国
民
年
金
の
み
の
人

※
申
告
書
附
表
は
「
申
告
相
談
に

つ
い
て
（
ご
案
内
）
」
に
添
付
し

て
い
ま
す
。
必
要
な
項
目
を
記
入

し
、
各
申
告
会
場
ま
た
は
各
総
合

支
所
地
域
生
活
課
に
３
月
　
日
１５

申
告
が
必
要
な
人

　
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
の
申
告
相
談
は
、
２

月
９
日（
火
）か
ら
３
月
　
日（
月
）

１５

ま
で
、
各
町
域
、
行
政
区
ご
と
に

実
施
し
ま
す
。
申
告
日
程
は
、
各

世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
る
「
申
告

相
談
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）
」
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
月
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
へ
申
告
す
る
人
（
青
色

申
告
者
、
会
計
事
務
所
に
依
頼
す

る
人
を
含
む
）
や
勤
務
先
で
年
末

調
整
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
市
に

申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
曜
日
の
申
告
相
談

　
申
告
期
間
中
、
各
申
告
会
場
で

１
日
間
の
日
曜
日
の
申
告
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
各

会
場
と
も
午
前
８
時
　
分
か
ら
、

３０

午
前
　
時
　
分
ま
で
と
な
り
ま
す

１０

３０

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
程
は
申
告
会
場
ご
と
に
違
い

ま
す
。「
申
告
相
談
に
つ
い
て（
ご

案
内
）」
に
あ
る
日
程
表
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係

　
緯
０
２
２
０（
　
）２
１
６
３

２２

　　　市県民税・所得税の申告をお忘れなく

確
定
申
告

　月　　日（火）～

　　　　　　月　　日（月）
　　　土曜・日曜日を除く

２ ９

３ １５

市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
と

納
税
は
正
し
く
お
早
め
に
な
く

農
業
申
告
に
必
要
な
書
類

○農協との取引明細書（売り上げと経費が分か

　る書類）

○収支を記載した関係帳簿、領収書など

○各種農業関係補助金などの証明書

○農協以外に販売しているときは、売り上げが

　分かる書類

○自家消費の農産物（米、野菜）の数量・金額

○農作業を受託しているときは、収入が分かる

　書類

○肉用牛を販売したときは、出荷一覧書・売却

　証明書と経費が分かる書類

○税務署から確定申告用紙が送付されている場

　合は、その申告用紙

○申告者名義の金融機関口座番号と口座届出印

○事業所得者（営業、農業など）は、関係帳簿・経費

　の領収書など

○給与所得者と公的年金受給者は、源泉徴収票原本

○医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収

　書、保険などで補てんされた金額の明細書

○社会保険料控除（国保税、国民年金など）を受ける

　ときは、領収証書、証明書(国民年金の場合、社会保

　険庁または日本年金機構からの控除証明書が必要)

○障害者認定されている人で障害者控除を受けると

　きは、障害者手帳や療育手帳

○要介護認定されている人で障害者控除を受けると

　きは「障害者控除対象者認定書」

○生命保険料控除、地震保険料控除を受けるときは、

　支払保険料の証明書

○住宅借入金等特別控除を受けるときは、登記簿謄

　本・住民票の写し・売買契約書・住宅借入金の年

　末残高証明書・源泉徴収票（給与所得の人）

○その他、収入と経費が分かる書類
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市
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
。

・
実
効
性
の
あ
る
条
例
制
定
の
重

　
点
項
目
と
し
て
は
、
介
護
虐
待

　
や
児
童
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
あ

　
ら
ゆ
る
暴
力
が
な
い
登
米
市
を

　
つ
く
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
分
科
会
で
の
意
見
】

・
次
世
代
が
住
み
続
け
た
い
と
思

　
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
。

・
企
業
な
ど
と
協
力
し
て
働
き
や

　
す
い
体
制
の
整
備
が
必
要
。

・
高
齢
者
や
子
育
て
環
境
の
整
備

　
が
必
要
。

・
能
力
を
生
か
せ
る
社
会
の
形
成

　
の
た
め
に
は
、「
思
い
や
り
」
を

　
基
本
と
し
た
意
識
改
革
が
必
要
。

・
条
例
を
制
定
し
て
終
わ
り
で
は

　
な
く
、
常
に
新
し
い
情
報
を
発

　
信
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

　
市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
か
か
せ
な
い
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
」

や
「
市
民
活
動
団
体
」
を
支
援
す

る
た
め
、
活
動
の
拠
点
づ
く
り
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
な
る
「
中

間
支
援
組
織
」
の
設
立
に
向
け
た

検
討
委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ

討
議
な
ど
を
通
じ
、
市
民
活
動
を

活
発
に
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
や

支
援
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
自
由

に
意
見
を
出
し
合
い
、
会
議
回
数

が
足
り
な
い
分
は
自
主
的
な
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
熱

心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
月
　
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３

１１

１８

回
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、「
登

米
市
の
市
民
活
動
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
っ
た
、
ま
ち
づ
く
り

団
体
に
か
か
わ
る
も
の
が
大
き

い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
実
情
を
把
握
す
る
た

め
、
委
員
自
ら
に
よ
る
現
地
調
査

が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
現
地
調
査
は
、　

月
８
日

１２

に
実
施
さ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
代
表
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
の
特
色
や
問
題
な
ど
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
に
引
き
続
き
開
催
さ

れ
た
第
４
回
検
討
委
員
会
で
は
、

聞
き
取
り
調
査
の
内
容
を
整
理
し
、

登
米
市
の
市
民
活
動
の
実
態
に

合
っ
た
活
動
の
拠
点
づ
く
り
や
中

間
支
援
組
織
の
機
能
や
役
割
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
検
討
結
果
を
ま
と
め

た
中
間
報
告
に
つ
い
て
は
、
年
度

末
に
市
長
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
女
性
の
地
域
参
加
を
進
め
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
「
信
頼
さ
れ
る

話
し
方
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
が

内
閣
府
と
の
共
催
事
業
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
志
伯
 暁
  子
 さ
ん
を
迎
え
、

あ
き
 
こ

「
信
頼
さ
れ
る
話
し
方
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
」
お
よ
び
「
ス
ピ
ー
チ
脳

を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
題

し
、
良
好
な
人
間
関
係
を
築
く
あ

い
さ
つ
の
仕
方
や
、
相
手
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
演
習
な
ど
、
実

践
的
な
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
ど
ん
な
書
籍

よ
り
も
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」、

「
登
米
市
型
」
の

市
民
活
動
の
拠
点
づ
く
り

　
今
月
号
で
は
、
昨
年
　
月
号
で
紹
介
し
た
中
間
支
援
組
織
検

１１

討
委
員
会
の
そ
の
後
の
検
討
内
容
と
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
構
築
に
向
け
て
開
催
さ
れ
た
「
話

し
方
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
、「
第
３
回
男
女
共
同
参
画
条
例
策

定
委
員
会
」
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

自自自自自自自自自自自
分分分分分分分分分分分
ららららららららららら
ししししししししししし
くくくくくくくくくくく
登登登登登登登登登登
米米米米米米米米米米
登
米
ららららららららららら
ししししししししししし
くくくくくくくくくくく

男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女
ががががががががががが
輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝
くくくくくくくくくくく
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくく

ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりり

　
ひ
　
　
と

連
載
　
第
７
回

「
託
児
付
き
の
講
座
だ
っ
た
の
で

安
心
し
て
学
べ
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　　
昨
年
　
月
　
日
、
第
３
回
登
米

１２

１０

市
男
女
共
同
参
画
条
例
策
定
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
浅
野
教
授
に
よ

る
「
実
効
性
あ
る
男
女
共
同
参
画

条
例
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
話
の
後
、
分
科
会
ご
と
に
分

か
れ
「
条
例
の
目
指
す
方
向
性
」

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

【
浅
野
教
授
の
講
話
か
ら
】

・
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
人
権
・
協
働
・

　
次
世
代
の
担
い
手
づ
く
り
で
は

　
な
い
か
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、

　
市
民
す
べ
て
の
人
権
が
確
保
さ

　
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
登
米

楽しみながら「話し方」について学びました

中
間
支
援
組
織
の
設
立
に

向
け
て
意
見
を
出
し
合
う

実
効
性
の
あ
る
男
女
共
同

参
画
条
例
制
定
へ
向
け
て

登
米
市
の

市
民
活
動
を
現
地
調
査

男
女
が
互
い
に
認
め
合
い

共
生
す
る
ま
ち

女
性
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
目
指
し
て

託児サービスがあるので安心して受講できました

課題や今後の方向性について協議した分科会
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あなたの声を市政・事業に反映させませんか

【資格】

　２０歳以上で市内に住んでいる人

　水道を使用している人

【定数】２０人

【任期】２年間

【内容】

　水道事業に関する意見や感想などを随時提出いただき

　　ます。

　モニター会議に出席していただきます。

　水道に関するアンケート調査用紙の配布や回収,その他

　　水道事業の調査に協力していただきます。

　路上漏水などを発見した際は、随時水道事業所に報告

　　していただきます。

【応募方法】

　住所氏名生年月日（年齢）電話番号を任意の様式

　に記入し、水道事業所水道管理課に提出するか、電話、郵

　送のいずれかでお申し込みください。

【応募締切】２月２６日（金）まで

【申し込み・問い合わせ】

　水道事業所水道管理課　経営管理係

　　〒９８７－０７０２　登米市登米町寺池目子待井３８１番地１

　　緯 ０２２０（５２）３３１３

　水道モニター　市政モニター

【資格】

　２０歳以上で市内に１年以上住んでいる人

　地方公共団体の職員でない人

　モニターの職務を積極的に履行できる人

【定数】２０人以内

【任期】１年間

【内容】

　市政に関する建設的な意見や要望などを随時提出して

　　いただきます。

　モニター会議に出席していただきます。

　市政に関するアンケートや調査表などに回答していた

　　だきます。

　市長から出席の要請がある会議などに出席していただ

　　きます。

【応募方法】

　住所氏名生年月日（年齢）電話番号を任意の様式

　に記入し、総務部市長公室広報広聴係に提出するか、電話、

　郵送のいずれかでお申し込みください。

【応募締切】２月２６日（金）まで

【申し込み・問い合わせ】

　総務部市長公室　広報広聴係

　　〒９８７－０５１１　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番地１

　　緯 ０２２０（２２）２０９０

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー市政・水道モニターをををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま募集しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　市では、市政と水道事業に市民の皆さんの意見や要望を反映させ、住みよいまちづくりやサービスの向上を目指す

ために、市政モニターと水道モニターを募集します。

市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

第
５
回

登
米
市
民
卓
球
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１２

２０

　
■
会
　
場
　
中
田
総
合
体
育
館
　

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
千
葉
隆
一
（
登
米
ク
）

　
第
２
位
　
佐
藤
裕
（
登
米
ク
）

　
第
３
位
　
小
野
寺
聡
（
登
米
ク
）

　
　
　
　
　
江
畑
智
博
（
登
米
ク
）

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
邉
見
美
月（
南
方
ス
ポ
）

　
第
２
位
　
寺
川
千
晶
（
米
谷
高
）

　
第
３
位
　
門
脇
葉
月
（
米
谷
高
）

　
　
　
　
　
大
畑
樹
里
（
迫
愛
好
会
）

　
　
　
　
　

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
佐
藤
裕
・
千
葉
隆
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
登
米
ク
）

　
第
２
位
　
猪
又
寿
弘
・
江
畑
智
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
登
米
ク
）

　
第
３
位
　
小
野
寺
聡
・
菅
原
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
登
米
ク
）

　
　
　
　
　
藤
浦
秀
敏
・
三
浦
伸
悦

　
　
　
　
　（
登
米
ク
・
南
方
ス
ポ
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
只
野
幸
恵
・
邉
見
美
月

　
　
　
　
　（
登
米
ク
・
南
方
ス
ポ
）

　
第
２
位
　
藤
浦
と
も
子
・
門
脇
葉
月

　
　
　
　
  　
　
　
　（
米
谷
高
）

　
第
３
位
　
千
葉
ま
り
の
・
及
川
月
菜

               　
　
　
　（
南
方
ス
ポ
）

　
　
　
　
　
大
畑
樹
里
・
菅
原
邦
子

　
　
　
　
 　
        （
迫
愛
好
会
）

【
シ
ニ
ア
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
北
条
敏
冶
（
登
米
ク
）

　
第
２
位
　
山
内
郁
雄
（
登
米
ク
）

　
第
３
位
　
大
崎
慎
冶（
志
津
川
高
教
）

　
　
　
　
　
千
葉
睦
（
米
山
卓
球
協
）

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
梅
川
初
雄
（
ラ
ー
ジ
和
）

　
第
２
位
　
髙
橋
和
郎
（
ラ
ー
ジ
和
）

　
第
３
位
　
杉
田
功
（
ラ
ー
ジ
和
）

【
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
岩
井
英
一
・
佐
々
木
紀
雄

　
　
　
　
　
　（
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
）

　
第
２
位
　
梅
川
初
雄
・
高
橋
和
郎

　
　
　
　
　
　
      （
ラ
ー
ジ
和
）

　
第
３
位
　
白
石
和
夫
・
髙
橋
和
郎

　
　
　
　
　
　
　
 　（
ラ
ー
ジ
和
）

平
成
　
年
度
全
国
ソ
フ
ト

２１

テ
ニ
ス
宮
城
県
予
選

　
■
開
催
日
　
　
月
６
日
（
日
）

１２

　
■
会
　
場
　
シ
ェ
ル
コ
ム
仙
台
　

【
５
年
生
男
子
の
部
】

　
第
１
位
　
粕
谷
波
輝
（
中
田
）

【
４
年
生
以
下
男
子
の
部
】

　
第
３
位
　
小
出
尚
典
（
東
和
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
大
斗
（
南
方
）

【
４
年
生
以
下
女
子
の
部
】

　
第
３
位
　
佐
藤
志
真
（
迫
）

市
ス
ポ
少
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
新
人
交
流
大
会

　
■
開
催
日
　
１
月
　
日
（
日
）

１０

　
■
会
　
場
　
東
和
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　

　
第
１
位
　
米
山
エ
ン
ゼ
ル
ス

　
第
２
位
　
登
米
町
ス
ポ
少

　
第
３
位
　
迫
愛
会
ジ
ュ
ニ
ア

選
挙
制
度
１
２
０
周
年

記
念
表
彰

　
■
開
催
日
　
１
月
　
日
（
火
）

２６

　
■
会
　
場
　
仙
台
市
泉

　
　
　
　
　
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

【
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
】

　
武
藏
寛
（
登
米
）
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神火に今年の
安泰を祈る

佐沼どんと祭裸参り・
石越どんと祭と冬の花火

　
小
正
月
（
１
月
　
日
）
に
正
月

１４

飾
り
を
焼
き
、
燃
え
上
が
る
御
神

火
に
あ
た
る
こ
と
で
そ
の
年
の
無

病
息
災
、
五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛

な
ど
を
祈
る
伝
統
神
事
「
ど
ん
と

祭
」
が
1
月
　
日
、
市
内
の
各
神

１４

社
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
迫
地
区
で
は
、
津
島
神
社
を
主

会
場
と
し
て
焚
き
上
げ
の
ほ
か
、

白
鉢
巻
き
に
白
サ
ラ
シ
を
巻
い
た

姿
で
御
神
火
を
目
指
し
て
参
拝
す

る
「
裸
参
り
」
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
石
越
地
区

で
は
、「
ど
ん
と
祭

と
冬
の
花
火
」
と
し

て
石
越
総
合
運
動
公

園
を
会
場
に
催
さ
れ
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の

歌
謡
シ
ョ
ー
や
石
越

 金
  鶏
 太
鼓
の
披
露
、

き
ん
 け
い

大輪の花が冬の夜空を彩る【石越】 肌を刺す冷気のなか、御神火を目指す裸参り【迫】

心
新
た
に
安
全
・
安
心
を
誓
う

　
　
交
通
安
全
・
防
犯
指
導
隊
、
消
防
団
出
初
め
式

　
市
防
犯
指
導
隊
と
交
通
安
全
指

導
隊
の
平
成
　
年
出
初
め
式
が
１

２２

月
９
日
、
中
田
総
合
体
育
館
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心

確
保
の
た
め
、
日
々
活
動
し
て
い

る
市
内
各
地
区
の
防
犯
指
導
隊
員

　
人
、
交
通
安
全
指
導
隊
員
　
人

８１

８４

が
参
加
し
、
点
呼
や
服
装
点
検
、

市
長
告
辞
、
各
隊
長
か
ら
の
訓
示

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
隊
員
は
、
張
り
つ
め

た
雰
囲
気
の
中
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
登
米
市
」の
実
現
に
向
け
て
心
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
日
の
　
日
に
は
市
消

１０

防
団
出
初
め
式
が
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー
で
実
施
さ
れ
、
９
支
団
の
団

員
や
市
関
係
者
ら
約
1
3
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
支
団
の
団
員
は
、
人
員
報
告

後
、
セ
ン
タ
ー
前
で
観
閲
行
進
を

実
施
。
佐
藤
支
団
長
（
中
田
）
の

指
揮
の
も
と
規
律
正
し
い
行
進
を

行
い
、
市
長
が
観
閲
し
ま
し
た
。消防団員による一斉放水訓練

市長観閲を受ける消防団員

　
市
長
は
告
辞
で
「
こ
れ
か
ら
の

消
防
団
活
動
は
、
災
害
に
直
接
対

処
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
の
災
害

対
応
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
救
助
隊
に
よ
る
消
防

救
急
救
助
訓
練
や
、
団
員
に
よ
る

ポ
ン
プ
車
で
の
一
斉
放
水
お
よ
び

中
継
送
水
訓
練
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

各
隊
・
団
員
の
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た

動
作
に
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

交通指導隊員一人一人の服装を点検する市長

縁
起
福
も
ち
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
祭
り
の
目
玉
で
あ
る
打

ち
上
げ
花
火
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

願
い
が
込
め
ら
れ
た
約
1
0
0
0

発
の
花
火
が
澄
み
き
っ
た
夜
空
に

大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
地
元
の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
る
両
祭
り
に
は
、
多
く
の
人
が

訪
れ
、
御
神
火
に
向
か
っ
て
家
族

の
今
年
一
年
の
安
全
や
健
康
を
祈

願
し
て
い
ま
し
た
。
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登米
市の
でき
ご

登米
市の
でき
ごとと

おし
らせ
しま
す

おし
らせ
しま
す！！

▲冷え込んだ体育館に、子どもたちの熱い掛け声が響きました

▲佐藤支所長（左）と協議会代表者によって協定書が交わされました

▲大勢の交通安全団体の関係者が集まり、無事故を祈りました

今年１年間の交通事故防止と、南方地区の交通安全

無事故の達成を願い１月５日、南方公民館で、平成

２２年南方地区交通安全無事故祈願が行われました。

会場には南方地区交通安全関係団体から約８０人が出

席し祈りを捧げました。祈願では、石神社の田村宮

司がお祓いを行った後、関係機関などの代表者が 玉 
たま

 串 を
ぐし

 奉  奠 。佐沼警察署の齋藤署長は、あいさつで、
ほう てん

「今後も関係機関と協力し、交通死亡事故発生ゼロ

の継続と、交通事故の抑止に努めましょう」と話し、

皆で一層の交通事故抑止を誓いました。

１年間の無事故を皆で誓う
南方で交通安全と無事故を祈願

寒 稽  古 で体力や気力を養うとともに、青少年の健全
げい こ

育成を目的に「市迫少年武道祭ならびに10,000人寒

稽古」（市教育委員会・県公立武道館協議会主催）が

１月１６日に迫体育館を会場に開催され、幼稚園児か

ら大人まで約２００人が寒稽古に参加しました。会場

では、剣道の形が参加者に披露された後、種目ごと

に稽古が行われ、気合の入った掛け声が会場に響き

渡っていました。閉会式では参加者全員に錬成証が

贈られ、錬成証を手にした児童は、「練習は寒かった

けど今年も武道を頑張りたい」と話していました。

酷
迫で第２５回登米市迫少年武道祭

災害への迅速な対応をするため、津山地区の建設業

者で構成する市津山町災害対策協議会との「災害時

における応援体制等に関する協定書調印式」が１月

７日、津山総合支所で行われました。この協定では、

地震・風水害などの災害が発生した場合、市からの

要請を受け、協議会が保管している資器材を使用し

ての被害の拡大防止や、早急な復旧対応を行うこと

を目的としています。今回の調印によって今後、既

に災害応援協定を締結している市内の事業所ととも

に、各分野に応じた協力をいただくことになります。

災害時に備え地元業者と協定
津山で災害時の応援体制に関する協定を調印

寒を克服して武道に励む
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▲世界の平和や、それぞれの夢や願いを込め「縄文の輪典」に点火

登米町新春懇談会が１月８日、とよま観光物産セン

ター「遠山之里」で開催され、地元の事業所や行政

関係団体などから約７０人が参加しました。懇談会で

は、待望だった三陸縦貫自動車道登米ICの開通や、

髙倉勝子美術館の開館、全国的に紹介された油 麩 丼、
ふ

とよま秋祭り協賛会の全国表彰など、平成21年の登

米地区の出来事を話題に懇親を深め、さらに魅力あ

るまちづくりを目指すことを誓い合いました。恒例

の祝宴では、とよま謡曲会の皆さんによる「 謡 」が
うたい

披露され、新年の祝賀に花を添えました。

魅力あるまちづくりを誓う

登米で新春懇談会

環境造形作品展２００９エンディングイベントが１２月２０

日、中田生涯学習センターで開催されました。イベ

ントでは、中田町出身でフランスで活躍中の佐藤 達 
さとる

さんが市内に制作した作品の鑑賞会や縁日広場、野

外立体作品「縄文の輪典」の点火式などが行われ、

市内外から約２００人が参加しました。点火式では「世

界がアートを中心に平和でありますように」と祈り

を込め、火の子にふんした石森小の児童６人が作品

に点火。将来の夢や願いを込めた和紙をアートファ

イヤーに投火し、皆で燃え上がる炎を囲みました。

▲思い思いに、自分の好きなキャラクターや絵を描きました

東和子育て支援センターで１月１３日、ビニール袋を

利用した「たこづくり」が行われ、子育て支援セン

ター「わいわい広場」で活動している親子６組１４人

が参加しました。参加した皆さんは、親子でビニー

ルのたこにカラーペンでアニメのキャラクターや好

きな絵を描いて、世界に一つのオリジナルのたこを

作りました。その後、天候が悪かったため室内での

たこ揚げとなりましたが、子どもたちは出来上がっ

た自慢のたこを持って楽しそうに走り回り、昔なが

らのお正月遊びを楽しんでいました。

世界中の平和を願って
中田で環境造形作品展

▲とよま謡曲会の皆さんによる能の詞章「謡」の披露

子でオリジナルだこを作成
東和子育て支援センターでたこづくり

親
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▲子どもたちの中には、初めて紙芝居を見る子どもも多くいました

▲安全・安心への思いを込めて作成した１１０番の日の人文字メッセージ

１月１０日の１１０番の日を記念して「１１０番の日人文字

作戦」が石越幼稚園で１月１２日に行われました。事

業では、はじめに代表園児に１日警察署長の委嘱が

行われた後、園庭で人文字作りを実施。自主防犯組

織の「石越地区 孫  護  区 シルバー隊」の皆さんの協力
そん ご くう

をもらって、パトカーを引っ張る「１１０」の文字を描

きました。上空を旋回する宮城県警察のヘリコプ

ターから撮影が行われ、園児の皆さんへ「風邪と事

故に注意してください」とメッセージが伝えらると、

園児は笑顔で手を振り応えていました。

小さい体で大きな人文字
石越幼稚園で１１０番の日人文字作戦

豊里保育園で１月１４日、「祖父母参観もちつき大会」

が行われました。大会では、園児全員でもちつきの

歌を歌っておじいさんおばあさんをお出迎えした後、

きりん組（５歳児）の園児２４人が自分の名前とおじ

いさんおばあさんの名前を紹介。その後、子どもた

ちとおじいさんおばあさんが、きねを持って順番に

ぺったん、ぺったんと上手にもちをつきました。園

児たちは体験したことのないもちつきを楽しみ、つ

きあがったもちは、あんこもちとお雑煮にしてみん

なでおいしく食べました。

みんなで一緒にもちつき体験
豊里保育園で祖父母参観もちつき大会

公民館図書の利用拡大や、子どもたちの心に残る充

実した冬休みを送ってもらおうと１２月２３日、「冬休

み子供フェスティバル」が中津山公民館を会場に開

催されました。当日は、冬休みが始まったばかりの

米山地区内の小学生９０人が、キンボールなどの

ニュースポーツ４種目を体験したほか、紙芝居を見

たり、クリスマス用の飾り物を工作したりしました。

参加した子どもたちは、普段読まないような本を読

んだり、体育館で体を動かしたりして楽しみながら

活動をしていました。

一
米山で冬休み子供フェスティバル

堂に集い冬休みの思い出を

▲おじいさんおばあさんと一緒に一生懸命もちをつきました
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トピックス 
 ぷらぷらすす

市内の稲刈りの風景や祭りなどを描いた風景画コンクール

の作品展が、１月９日から３日間、登米祝祭劇場を会場に

行われました。作品展には、市内の小中学生から応募の

あった作品のうち、審査で選ばれた７２点の力作が展示され、

期間中会場に訪れた市民は、子どもたちの生き生きとした

作品の数々に、登米市の素晴らしさを再発見していました。

絵画でを登米市を再発見

▲素晴らしい作品を見ようと多くの人が訪れた会場

▲年末の買い物客でにぎわう会場でキャンペーンをＰＲ

支え合おう「こころ」と「いのち」

自ら命を絶ってしまう悲しい自殺を予防するとともに市民

への理解を広げようと「自殺予防キャンペーン」が12月24

日、ロックシティ佐沼店で開催されました。キャンペーン

には、市自殺予防対策連絡協議会の委員約２０人が参加し、

相談事業のチラシやティッシュを配布して、「悩み事や困

り事は、一人で悩まず相談しましょう」と呼び掛けました。

１２/２４

▲手軽でヘルシーな油麩丼は女性や子どもに大人気

全国の名物丼が自慢の味を競い合う

日本の名高い「祭り」と各地の「味」が一堂に集うイベン

ト「ふるさと祭り東京２０１０」が１月８日～１１日までの４日

間、東京ドームで開催されました。市からは、各県の自慢

の丼を競いあう　「ご当地どんぶり選手権」に油 麩 丼が出展
ふ

しました。結果は惜しくも優勝は逃しましたが、最終日に

は行列ができるなど、宮城の「登米」を全国にPRしました。

「食と農をつなぐ食育のネットワークをつくろう」をテーマ

に登米市食育フォーラムが１月２０日に開催され、約２００人

が参加しました。フォーラムでは、食育活動の紹介や女子

栄養大学の田中 久  子 さんの講演、登米の食材を活かした試
ひさ こ

食などが行われ、参加者は各団体の食教育活動を知ること

で、人とのつながりや食育の重要性について学びました。

広げよう「食育」の輪

▲学校栄養士の皆さんが子どもたちへの食育場面を紹介

１/２０

１/８～１１

１/９～１１



16Tome

市
民
の
広

市
民
の
広
場場

由翔くんは大の重機好き。た

くさんあるおもちゃも、もち

ろんユンボやブルトーザーな

どの重機です。家では、飼っ

ている猫や犬に餌をあげたり、

お世話をしたりしている優し

い由翔くんです。

浅野  由  翔 くん
ゆう と

（南方町原）

平成２０年２月２３日生まれ

（１歳）

康弘さんの長男

早川　 直  也 君（登米中１年）
なお や

（登米町八丁田・芳秀さん方）

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
と

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ししししししししししししししししししししし
の

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
№５８

市民の広場の保護者

名は、取材時に申し

出のあった人の名前

を掲載しています。

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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学
校
で
は
吹
奏
楽
部
に
所
属
し

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
担
当
し
て
い
る

直
也
君
。
昨
年
は
学
級
委
員
と
し

て
司
会
や
ク
ラ
ス
の
ま
と
め
役
と

し
て
活
躍
し
、
１
月
か
ら
は
生
徒

会
の
書
記
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
直
也
君
の
将
来
の
夢
は

飛
行
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
こ

と
。
理
由
は
か
っ
こ
よ
さ
に
引
か

れ
、
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
飛
行

機
が
空
を
飛
ぶ
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、

多
く
の
人
に
大
空
の
旅
を
提
供
し
た
い

人
類
が
空
を
飛
ぶ
ま
で
の
歴
史
に

興
味
を
持
ち
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
へ
の

夢
が
膨
ら
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
将
来
の
目
標
は
と
い
う
質
問
に

は
「
自
分
の
機
に
乗
っ
た
大
勢
の

乗
客
の
命
を
預
か
る
大
事
な
仕
事

な
の
で
、
責
任
感
あ
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
を
目
指
し
た
い
で
す
。
学
校
で

は
、
語
学
力
を
付
け
る
た
め
、
英

語
を
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
、
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

お人形が大好きな麻椰ちゃん

は、お医者さんごっこが得意。

注射をしたり、熱を測ったり

と自分が病院でされたことを

してあげます。家では、進ん

でおばあさんの手伝いをする

頑張り屋の麻椰ちゃんです。

千葉  麻  椰 ちゃん
ま や

（東和町錦織第６区）

平成１８年６月１７日生まれ

（３歳）

正弘さんの長女
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●
３
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
２
月
　
日
ま
で
ご
応

１０

募
く
だ
さ
い
。
な
お
作
品
に
は
す
べ
て
か
な
を
振
っ
て
く
だ

さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
掲
載
し
ま
す
。

作

品

募

作

品

募

集集
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く
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 り
て
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あ
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ん
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ぬ
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渕
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る
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市 民 の 広 場

Feb.2010

お姉ちゃんが大好きな愛華

ちゃんは、遊ぶときはいつも

お姉ちゃんと一緒。最近、ど

んどん言葉を覚え、おやつを

もらうと「ありがとうござい

ます」と、上手にあいさつを

する愛華ちゃんです。

 佐々木  愛  華 ちゃん
あい か

（津山町本町一丁目）

平成１９年３月１９日生まれ

（２歳）

勝司さんの次女

好き嫌いがなく、肉や野菜、

魚など何でも食べる詩季くん。

中でも、一番のお気に入りは

めん類です。外遊びでは、お

気に入りの三輪車で近くの公

園に行って、元気一杯に遊ぶ

詩季くんです。

佐々木  詩  季 くん
し き

（豊里町新町）

平成１９年７月２日生まれ

（２歳）

広貴さんの長男

■大人向け

　※たくさん新刊が入りました。詳しくは市ホーム

　　ページをご覧ください。

■子ども向け

わ げ す た づ

わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ

まままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののの若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆
№５８

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
　

№５８

新刊紹介 ＝登米図書館＝ 緯０２２０（５２）２３１６

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
身
長
と
血
液
型
　
１
６
３

㌢

で
Ｏ
型
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
現
在
は
　
栗
原
市
の
学
校
に
勤

め
て
い
ま
す
。
こ
の
学
校
は
、
わ

た
し
が
大
学
生
の
と
き
教
育
実
習

を
行
っ
た
学
校
で
、
縁
が
あ
り
、

ま
た
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
や
児

童
生
徒
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
学
校
で
は
、
生
徒
が
楽
し
く

安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
日
々
努

め
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
自
分
の
性
格
　
友
達
か
ら
は
、

明
る
く
て
優
し
い
タ
イ
プ
だ
と
、

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
休
日
は
　
家
族
で
買
い
物
や
旅

行
に
出
掛
け
た
り
、
友
達
と
飲
み

に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
大
好
き
な
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
趣
味
は
　
幼
稚
園
か
ら
続
け
て

い
る
ピ
ア
ノ
や
、
仲
間
と
楽
し
ん

で
い
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。
読
書
と

旅
行
も
好
き
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
理
想
の
男
性
像
　
健
康
で
明
る

く
笑
顔
が
素
敵
な
人
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と
　
今
年

に
入
っ
て
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
の

で
、
家
族
と
温
泉
に
行
っ
た
り
、

友
達
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に

行
っ
て
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今野　志保さん（２６歳）

　こんの　しほ　

　迫町新町・さそり座

実
習
以
来
ま
た
出
会
え
た
縁
に
感
謝

子
ど
も
の
笑
顔
に
自
分
も
癒
さ
れ
る

神様のカルテ

夏川 草介 ／著

地方病院を舞台に、個性豊

かな登場人物たちが織りな

す、命の物語。

上方落語　こばなし絵本
もりた はじめ／採話

「もの言う木」などの小話２３

話。心を癒すイラストに、

も思わず笑顔になります。

ふたつの花
いもと ようこ／著

親子、友だち…、あらゆる

人たちに重ねられるほんわ

かと心が温かくなる物語。

平林都の接遇道

平林 都 ／著

人とのふれあいを豊かにし、

仕事にも人生にも大いに役

立つ「接遇」の基本を伝授。

「タジンポット」でつくる
毎日のレシピ６０
口尾 麻美 ／著

食材の旨味を逃さず、素材

のおいしさを味わえると評

判のモロッコの鍋での料理。

NEWスパイダーウィック
家の謎　第２巻
ホリー・ブラック ／作

ジャイアントの襲来を阻止

する「危険な妖精」を捕ま

えに行くが・・・。
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　登米祝祭劇場
　２月のイベント情報

◆阿部英子 佐藤栄子 泉幸子３人展

「和と洋の楽しさ」

【日時】　２月２日（火）～２６日（金）

　午前１０時～午後５時

　（最終日は正午まで）

【場所】　レストラン蓮房

【入場料】　無料

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）０１１１

◆佐沼小合唱隊・吹奏楽部

ジョイントコンサート

【日時】　２月６日（土）午後２時～

【場所】　大ホール

【入場料】　無料

【問い合わせ】　佐沼小学校

　緯 0220（22）2740

◆第４２回仙北地区ピアノコンクール

【日時】　２月１１日（祝）

　午前９時２０分～

【場所】　大・小ホール

【入場料】　無料

【問い合わせ】　仙北地区ピアノコン

　クール運営委員会

　緯 0220（22）2255

◆ふだん着コンサート「ハートフル

バレンタインコンサート」

【日時】　２月１４日（日）午後２時～

【場所】　小ホール

【入場料】　500円

　（高校生以下：無料整理券を配布）

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）０１１１

　宮城いきいき学園
　4月入学生募集

３月１５日（月）までに確定申告を
お忘れなく！

所 得 税 お よ び
地 方 消 費 税

贈 与 税

所 得 税

振 替 納 付 日
（ 振 替 納 税 の 場 合 ）

※納期限は申告期限と同じ日です。

※ｅ－Ｔａｘの利用に際しては、電子証明書の取得（手数料が必要です。）ＩＣカード

リーダライタの購入などの事前準備が必要です。詳しくはホームページをご覧ください。ｗｗｗ．ｎｔａ．ｇｏ．ｊｐ

申告所得税　４月２２日（木）

消費税および地方消費税４月２７日（火）

１月１日（金）～３月３１日（水）

２月１日（月）～３月１５日（月）

２月１６日（火）～３月１５日（月）

 国税庁ホームページから電子申告

 最高5,000円の税額控除

 添付書類の提出省略

 還付金がスピーディー

ｅ－Ｔａｘならこんなにいいこと。

　総務省では、電気通信サービスを

安心・快適にご利用いただけるよう、

利用者の視点に立った情報通信行政

に取り組んでいます。

　電気サービスに関する利用者の意

見・要望を幅広く聞き、今後の情報

通信行政に生かすため、電気通信

サービスモニターを募集します。

【応募資格】　

　①電話・インターネットなどの電

　気通信サービスに関心がある東北

　６県に在住の成人。

　②【モニターにお願いすること】

　に協力できる人。

　※総務省および電気通信事業者に

　勤務経験がある人とその家族はモ

　ニターにはなれません。

【モニターにお願いすること】

　葛総務省が実施するアンケート　

　（年２回実施予定）への回答

　葛各地域で開催するモニター会議

　への出席

【委嘱期間】　６月１日（火）～

　平成２３年３月３１日（木）

　（１０カ月間）

【募集人数】　１２０人

【募集期間】　３月１日（月）～

　４月２日（金）必着

【応募方法】　はがき、ファクシミリ

　※はがきの表面またはファクシミ

　リ送信用紙に「モニター希望」と

　明記の上、裏面に郵便番号・住所・

　氏名・電話番号・年齢・性別・職

　業・応募の動機などを記入し、申

　し込みください。

【申し込み・問い合わせ】

　〒980－8795

　仙台市青葉区本町３－２－２３

　東北総合通信局　電気通信事業課

　緯 022（221）0628

　胃 022（221）0613

【対象者】　県内在住のおおむね６０歳

　以上の人

【場所】　①仙南校　②大崎校　

　③石巻校　④気仙沼・本吉校

　⑤登米・栗原校

【募集人数】　各校４０人

【学習期間】　

　年間２２回程度：２学年制

【内容】　生きがいと健康づくりを目

　指し、地域活動の指導者として必

　要な内容・方法を体験を通して身

　に付けます。

【募集期間】　２月１日（月）～

　３月１２日（金）必着

【入学金】　5,000円

【受講料】　年間15,000円

【ＵＲＬ】　

　http://www.miyagi-sfk.net/

【申し込み・問い合わせ】

　県社会福祉協議会　

　いきがい健康課

　緯 022（225）8477

　電気通信サービス
　モニター募集

Feb.201019

　手話サークル「パール」
　参加者募集

　市の「手話講座」卒業生で組織し

ている自主活動サークルです。

　「パ－ル」は、気取らず・楽しく・

和やかに学べる場として活動してい

　裁判所からのお知らせ

　労災保険、雇用保険加入

　④退職金＝独立行政法人福祉医療

　事業機構福祉施設職員退職共済に

　加入することができる。

【申込方法】　履歴書を郵送または持

　参してください。※郵送の場合は、

　封筒の表に「職員募集応募履歴書

　類在中」と明記してください。

【採用考査・面接】　履歴書到着後に

　本人に通知します。

【申し込み・問い合わせ】

　〒986－0313

　石巻市桃生町中津山字八木５４

　ラボラーレ

　緯 0225（79）2071

　（受付：平日午前１０時～午後３時）

　担当： 白  土 ・
しら と

 白  鳥 ・鈴木
しろ とり

　死laborare-monou@micare.net

【日時】　３月７日（日）　午前９時～

　※午前８時３０分から受け付け

【場所】　中田総合体育館

　（なかだアリーナ）

【参加資格】　

　中田町内在住者または勤務者

【内容】　団体戦（３シングルス・硬式）

　※家族・職場・友人・男女混合可

　※人数がそろわない場合や１人で

　参加希望の場合は、問い合わせく

　ださい。　

【参加費】　１チーム＝600円

【申込方法】　電話、ファクシミリ

　※ファクシミリの場合は、なかだ

　アリーナおよび大会事務局に備え

　付けの申込用紙か任意の用紙に

　チーム名・参加者全員の氏名、年

　齢、電話番号を記入の上、中田地

　区ピンポン大会参加希望と明記し

　てください。

【申込期限】　２月２６日（金）

【申し込み・問い合わせ】

　大会事務局（アリスモード㈱内）

　佐瀬

　緯 0220（34）6102

　胃 0220（34）6103

ます。

　学習会は、毎週金曜日（月３回）

開催していますので、手話を覚えて

みたい・興味があるという人は、気

軽に参加してみませんか。

【日時】　

　２月１２日（金）、１９日（金）、２６日（金）

　午前９時３０分～１１時３０分

【場所】　南方農村環境改善センター

　（南方公民館隣り）農事研修室

【年会費】　1,000円（事務費など）

【申込方法】　電話

【申し込み・問い合わせ】

　 ▼「パール」連絡係　髙橋

　緯 0220（34）5898

　 ▼福祉事務所生活福祉課　

　障害福祉係　

　緯 0220（58）5552　

　２月の広報テーマは「執行官にな

るには・・・～執行官採用について

～」です。詳しくは最高裁ウェブサ

イトをご覧ください。

【問い合わせ】

　 ▼仙台地方裁判所事務局総務課

　緯 022（222）611５　

　 ▼仙台家庭裁判所事務局総務課

　緯 022（222）4165　

【URL】 http://www.courts.go.jp/

　ふれあいの里職員募集

　（なかだアリーナ）

【参加資格】　オープン

【競技種目】　①男子シングルス

　②女子シングルス

　③混合ダブルス

【参加料】　 ▼シングルス：中学生以

　下＝600円、高校生＝800円、大

　学生・一般＝1,000円

▼ダブルス：１組1,500円

【申込方法】　参加希望種目、氏名、

　所属、電話番号を明記した用紙に

　参加料を添えて、郵便または直接

　申し込みください。

【申込期限】　２月１９日（金）必着

【申し込み・問い合わせ】

　〒987－0611

　登米市中田町浅水字駒形104

　佐藤 成  賢 　あて
しげ のり

　緯 0220（34）6212

　※午後７時以降におかけください。

　緯 090（4883）0989

　第51回中田地区
　ピンポン大会参加者募集

　社会福祉法人ふれあいの里では、

旧新田第二小学校跡地において障害

福祉サービス事業所を開設します。

　これに伴い、次のとおり職員を募

集します。

【勤務場所】

　皐在宅障がい者多機能支援施設ラ

　ボラーレ登米（登米市迫町新田字

　対馬５１－７）

　皐在宅障がい者多機能支援施設ラ

　ボラーレ（石巻市桃生町中津山字

　八木５４）

【募集職種】　

　葛生活支援員（若干名）

　葛職業指導員（若干名）

　葛介護職員（若干名）

　葛看護師※准看護師も可（若干名）

　葛調理師（若干名）

　葛パート職員（若干名）

　※すべての募集職員には、第１種

　普通免許証以上が必要になります。

【待遇など】　①勤務時間＝月～金曜、

　午前８時３０分～午後５時３０分　

　②休日＝土・日曜（４週８休）、夏

　季・年末年始休業有り

　③社会保険＝協会健保、厚生年金、

　第５回登米オープン
　卓球大会参加者募集

【日時】　３月１４日（日）

　午前９時試合開始

　（開場は午前８時２０分）

【場所】　中田総合体育館
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　２月の
　パソコン相談室

興パソコン教室　

①総会の資料を作ってみませんか。

【日時】　

　２月９日（火）　午前１０時～正午

　２月１２日（金）　午後７時～９時

②エクセルの基本操作を学んでみま

せんか。

【日時】

　２月１６日（火）　午前１０時～正午

　２月１９日（金）　午後７時～９時

①②共通事項

【場所】　迫にぎわいセンター

　自動車の登録・検査の
　手続きはお早めに　

薩地デジについての耳よりな話を紹介します。

①ある電気店の店員の話

　「今使っているアナログのテレビがもったいない」と話す人がいます。そ

んな場合に、地デジ用のチューナーを接続する方法があることは知ってい

るかと思いますが、「ちょっと賢い方法」があります。それは、地デジ

チューナー内蔵の録画機（ブルーレイなど）を購入してアナログテレビに

接続することです。　録画機は、テレビを買い替えてもそのまま使えます

が、チューナーだけだとテレビを買い替えたときや故障してしまったとき

などに無駄になります。録画機ならばデジタルでの番組保存もできるので、

一石二鳥です。

②あるテレビメーカーの人の話

　これまでメーカーでは技術の進歩を『価格に反映』させてきましたが、

これからは『機能の向上』に振り向けていくそうです。そのため、今後テ

レビの値段は、そんなに下がらないのではないかと思われます。

　今なら、「エコポイント」も適用されるので大変お得です。ぎりぎりまで

アナログで我慢しようと思っている人も、少し考え直してみてはいかがで

しょうか。

～地デジいろは塾～

【問い合わせ】　地デジコールセンター　緯  0570（07）0101

　白鳥スマイルキッズデー
　参加者募集

親子で体験保育ができます。

【日時】　２月２５日（木）

　午前９時３０分～１１時

【場所】　白鳥保育園（南方町）

【対象者】　１歳～就学前の児童

【内容】　雪遊び

【申込方法】　電話

【申し込み・問い合わせ】

　白鳥保育園

　緯 0220（58）2681

　※随時、受け付けしています。

№８

　迫支援学校作品展

【日時】　２月１８日（木）～２２日（月）

【会場】　ロックシティ佐沼ショッピ

　ングセンター　セントラルコート

【内容】　児童生徒の作品展示や作業

　学習作品の販売

　※２月２１日（日）午後１時～３時

　の時間帯で、高等部３年生を中心

　に作業作品の販売を行います。

【申し込み・問い合わせ】

　県立迫支援学校

　緯 0220（22）9484　

　毎年、自動車の登録や検査の手続

き（名義変更・住所変更・廃車・車

検など）をする人が３月に集中しま

す。そのため、窓口や車検場、駐車

場が大変混雑し、申請者の皆さんに

は長時間お待ちいただく状況になっ

ています。

　これらの手続きは、できるだけ早

めに済ませていただくようお願いい

たします。

【受付時間】

　纂軽自動車検査協会（平日のみ）

　午前８時４５分～１１時４５分

　午後１時～４時

　纂宮城運輸局支局（平日のみ）

　午前８時４５分～正午

　午後１時～４時

【問い合わせ】

　纂軽自動車検査協会

　　緯 022（284）1368

　纂東北運輸局宮城運輸支局

　　葛登録関係

　　緯 050（5540）2011

　　葛検査関係

　　緯 022（235）2513

　　葛車検予約

　　緯 050（5540）2111　

【受講料】　2,000円　

【申込方法】　電話

【申込期限】　受講日前日まで

興無料相談室

【日時】２月２１日（日）　

　午前１０時～正午

【場所】　迫にぎわいセンター

【申込期限】　５日前まで

興出前コース

　あなたの自宅にパソコンを持参し

　て相談に応じます。

【料金】　１コース5,０００円（４時間）

【申し込み・問い合わせ】

　ＮＰＯ法人パソコン・ネット・みやぎ

　緯 0220（２１）5262　

　大会参加者を募集しています。観

覧も歓迎します。

【日時】　２月２１日（日）

　午前９時～

【場所】　登米総合体育館

　（とよま蔵ジアム）特設射場

【参加資格】　県内の弓道経験者

【競技】　１人１０射・３人２射場・

　個人戦

【参加料】　1,000円（昼食代を含む）

【申込期限】　２月１１日（祝）

【申し込み・問い合わせ】

　会長　海老名和夫

　緯 0220（52）2016

　第４回登米市弓道大会
　参加者募集
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～国民年金の独自給付について～国民年金の独自給付について～～

　国民年金･厚生年金の資格

および年金給付についての相

談に応じます。

【２月の開設日】　２月１２日（金）

【時間】　午前９時１０分～正午

　午後１時～３時３０分

【場所】　迫公民館

【問い合わせ】

　古川年金事務所

　緯 0229（23）1203

社会保険相談所開設

　県登米保健福祉事務所
　（保健所）健康相談など

予約先電話番号事　業　名期日

０２２０（２２）６１１８
ア ル コ ー ル
家 族 教 室

１７（水）

　プライバシーは守られますので、

安心してご相談ください。

【２月の相談日】

【対象者】　飲酒の問題で悩んでいる

　家族、アルコール依存症について

　知りたい家族。

【相談料】　無料

【会場】　東部保健福祉事務所登米地

　域事務所

【注意事項】　必ず予約が必要です。

　日程などは予約の際に電話で確認

　してください。

【その他】　保健師による相談も随時

　受け付けしています。

【問い合わせ】

　県登米保健福祉事務所

　母子・障害班

　緯 0220（22）6118

トレーニングルーム利用者講習会

◆なかだアリーナ
【講習会日時】　
　２月２６日（金）午後７時～
【定員】　５０人（要予約）
【受付開始】　２月２日（火）
【申し込み・問い合わせ】
　なかだアリーナ
　緯 0220（34）7302

◆とよま蔵ジアム
【講習会日時】　
　３月９日（火）午後７時～
【定員】　２０人（要予約）
【受付開始】　２月２３日（火）
【申し込み・問い合わせ】
　とよま蔵ジアム
　緯 0220（53）1155

　国民年金の第１号被保険者（自営業者・農業従事者・学生などと、その配

偶者）として保険料を納めている人には、老齢基礎年金・障害基礎年金・遺

族基礎年金以外に、「付加年金」「寡婦年金」「死亡一時金」といった給付が受

けられる場合があります。

皐付加年金

　定額の保険料（平成２１年度＝14,660円）に月額400円を上乗せして納める

と、将来受け取る老齢基礎年金に付加年金が加算されます。

　付加年金額（年額）＝200円×付加保険料を納付した月数

　※国民年金基金に加入している人、保険料の免除を受けている人は付加保

　険料を納めることはできません。

　※付加保険料の納付を希望する人は、お近くの総合支所市民福祉課に申し

　込みが必要です。

皐寡婦（かふ）年金

　第１号被保険者として保険料を納めた期間（免除期間を含む）が２５年以上

ある夫が年金を受けることなく死亡したとき、１０年以上婚姻関係があり生計

を維持されていた妻に、６０歳から６５歳のまでの間支給されます。

　寡婦年金額（年額）＝夫の老齢基礎年金額×４分の３

　※夫が老齢基礎年金や障害基礎年金を受けていた場合は支給されません。

　※妻が繰り上げ支給の老齢基礎年金を受けている場合は支給されません。

皐死亡一時金

　第１号被保険者として保険料を３年以上納めた人が、老齢基礎年金、障害

基礎年金を受けずに死亡したとき、その人と生計を同じくしていた遺族（配

偶者、子、父母、孫、祖父母、兄弟姉妹の順で優先順位の高い人）に支給さ

れます。

　

　 

 

 

 

　※保険料の一部免除を受けて４分の３納付した月は４分の３月、半額納付

　した月は２分の１月、４分の１納付した月は４分の１月として計算します。

　※付加保険料を３年以上納付している場合は８,５００円が加算されます。

　※遺族が、遺族基礎年金を受けられるときは支給されません。

　※寡婦年金を受けられるときは、どちらか一方を選択します。

【問い合わせ】　市民生活部国保年金課　年金医療係　緯 0220（58）2166

　　　　　　　古川年金事務所国民年金課　緯 0229（23）1203

支　給　額保険料納付済期間支　給　額保険料納付済期間

220,000円２５年以上３０年未満120,000円 ３年以上１５年未満

270,000円３０年以上３５年未満145,000円１５年以上２０年未満

320,000円３５年以上170,000円２０年以上２５年未満
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▼ 新成人となった1,047人の皆さん、お

めでとうございました。今年も成人式の

会場を訪れ、撮影を通して皆さんのパ

ワーを感じてきました。 ▼皆さんが生ま

れた平成元年４月２日から平成２年の４

月１日までを振り返ると、 横浜ベイブ

リッジ開通、 ベルリンの壁崩壊、大学入

試センター試験が開始、ブッシュ大統領

とゴルバチョフ書記長が冷戦終結を宣言、

などがあった年でした。（猪股）

登米市のデータ

人　口
世帯数地区

計女男

21,69711,22010,4777,294迫

5,4422,8562,5861,813登米

7,4593,8233,6362,459東和

16,2568,3377,9194,651中田

6,8223,4773,3452,016豊里

10,3975,3385,0592,865米山

5,5942,8442,7501,578石越

9,0994,7084,3912,520南方

3,9012,0221,8791,220津山

86,66744,62542,04226,416合計

人口・世帯数

（平成21年12月末現在）

編 集 室 か ら

忘れずに納めましょう

２月の納税 など

国民健康保険税　第９期
介護保険料　　　第９期
後期高齢者医療保険料　第８期

納期限　３月１日（月）

緯
お知らせお知らせのの
問い合わせ問い合わせ先先

登米市役所　　緯 0220（22）2111

迫総合支所　　緯 0220（22）2213

登米総合支所　緯 0220（52）2111

東和総合支所　緯 0220（53）4111

中田総合支所　緯 0220（34）2311

豊里総合支所　緯 0225（76）4111

米山総合支所　緯 0220（55）2111

石越総合支所　緯 0228（34）2111

南方総合支所　緯 0220（58）2111

津山総合支所　緯 0225（68）3111

環境審議会公募委員の募集

【募集人員】　３人

【内容】　環境基本計画および環境の保全に関する基本的な事項または重要な

　事項を審議する。

【任期】　委嘱の日から２年間

【応募資格】　次のすべてに該当する人

　市内に住所を有し、現に居住している２０歳以上の人

　環境について関心を持ち、公共性の観点から意見を言える人

　市職員、市議会議員でない人

【応募方法】　①～③の事項を記載した「応募申込書」と「作文」を郵送もし

　くは持参、電子メールで応募してください。

　①氏名・性別・生年月日・住所・電話番号

　②職業・勤務先

　③応募した理由

　＊応募申込書は、各総合支所地域生活課および市民生活部環境課に備え付

　けてありますが、市ホームページからもダウンロードできます。また、任

　意の様式でも可とします。

　＊作文は、あなたが考えている「環境のあるべき姿について（環境の保全、

　地球温暖化対策など）」と題し、４００字から８００字程度。作文様式の定めはあ

　りませんので、原稿用紙などを使用してください。

【応募期限】　２月１９日（金）必着　＊郵送の場合は２月１９日消印まで有効

【選考結果】　後日、応募者全員に通知します。

【応募先・問い合わせ】　市民生活部環境課　環境政策係　　

　〒９８７－０４０１　登米市南方町新高石浦１３０番地

　緯 ０２２０（５８）５５５３

　死kankyo@city.tome.miyagi.jp 

【ＵＲＬ】　http://www.city.tome.miyagi.jp/kankyo/

　市では、環境基本計画や環境の保全について、市民皆さんの意見を反映さ

せるために、登米市環境審議会の委員を募集します。

皆さんの意見をお寄せください

～各総合支所に設置しています「市長への提言箱」～

　市では、市民皆さんの声を市政に生かすため、「市長への提言箱～

ちょっと聞いて“市長さん”～」を設置しています。

　市への意見・提言をぜひお寄せください。

【設置場所】　各総合支所

【提言様式】　 ▼任意の様式（住所、氏名、電話番号を記入）

　 ▼各総合支所に設置している様式

【回答】　回答が必要な場合は、その旨記入してください。匿名の場 

　合は、回答できませんので必ず住所、氏名、電話番号を記入して

　ください。

【公表】　提言内容や回答は、個人が特定できない内容で、広報紙や

　ホームページに掲載する場合があります。

【その他】　「市長への提言箱」への投函のほか、

　郵送やファクシミリなどでも受け付けています。

【問い合わせ】　総務部市長公室　広報広聴係

　緯 0220（22）2090　胃 0220（22）9164

Feb.201023

市育英資金・浅野兄妹奨学資金

　市育英資金および浅野兄妹奨学資金は、平成２２年４月

以降に下記の校種に進学・進級する人で、経済的理由に

より修学が困難な人に奨学金を貸し付けするものです。

【校種】　国内の高等学校、専門学校、高等専門学校、短

　期大学、大学（大学院を除く）

【申込資格】　家計・学力・人物が、基準に合致している

　こと。

◆家計

　　世帯の平成２１年中の総所得金額が、別表１に定める

　基準以下であること。また、別表２の事由に該当する

　場合は、別表１の基準額に別表２の特殊事情算入額を

　足した額が基準額となります。

◆学力

　　成績が学年評定3.5以上または最終学年における成

　績が上位５０％以内に入っていること（スポーツ、芸術

　などで卓越している人または特に向学心旺盛で学校長

　が推薦する場合は考慮する）。

◆人物

　　市内に３年以上在住し、現に生計の基礎が市内にあ

　る人で、心身ともに健康な人。

【貸付方法】　年２回以内、奨学生本人の預金口座（郵便

　局・漁協を除く）に振り込みます。

【償還方法】　年賦、半年賦、（いずれかを選択）

【連帯保証人】　２人　

　上杉奨学金は、市内に在住する高校３年生や社会人な

どで大学へ進学を希望する人、現在大学に在学中で学資

の支払いが困難な人に奨学金を貸し付けするものです。

【校種】　大学

【採用者数】　年間３人以内

【貸付年額】　５０万円以内

【貸付期間】

４年以内医学部、獣医学部以外

６年以内医学部、獣医学部

【貸付方法】　年１回、奨学生本人の預金口座（漁協を除

　く）に振り込みます。

【償還方法】　年賦、半年賦（いずれかを選択）

【保証人】　１人

上　杉　奨　学　金

◆共通事項

【募集期間】　２月２５日（木）～３月２５日（木）

【奨学資金の償還】

　◇奨学資金は無利子です。

　◇卒業、進学先、就職先を条件とした償還免除　

　制度はありません。

　◇償還期間は１０年以内。

　◇市育英資金および浅野兄妹奨学資金と上杉奨　

　学金の重複貸与はできません。

　◇市の奨学金以外の奨学金制度（例：日本学生支

　援機構・交通遺児育英会など）との重複貸与もで

　きません。

【選考方法】　奨学生選考委員会で審査を行います。

　※採用にならない場合もあります。

【奨学生決定時期】　４月

【応募書類】

　①奨学生願書（様式１号）

　②学校長推薦書（様式２号）

　③健康診断書（学校発行のものでも可）

　④住民票謄本（家族全員分）

　⑤納税証明書（保証人、連帯保証人）

　※連帯保証人＝一人は家族で可、もう一人は別世

　帯で独立生計を営む人

　⑥平成２１年中の家族全員の所得が分かる書類

　※例＝住民税申告書（写）または確定申告書（写）。

　給与所得のみの場合は、源泉徴収票（写）

　⑦合格通知書、入学通知書（写）
※①と②は市ホームページからダウンロードできます。

【申し込み・問い合わせ】　 ▼教育委員会教育総務課　総務係　緯 0220（34）2670　　 ▼各教育委員会事務所

専門学校生、高
等専門学校生、
短大生、大学生

高校生区　分

４万円以内
１万円
以　内

自宅通学

５万円以内
３万円
以　内

自宅通学
以　　外

【貸付期間】

４年以内
高校生
専門学校生
大学生

５年以内
高等専門学
校生

２年以内短大生

【貸付月額】

基準額区　分

1,780千円１人

世
帯
人
員

2,820千円２人

3,280千円３人

3,550千円４人

3,820千円５人

4,020千円６人

4,220千円７人

※世帯人員が８人以上の
場合は、一人につき200
千円を加算する。

【別表１】

特殊事情
算入額

事　由区分

770千円
（一人につき）

世帯内に高校へ
就学している人
がいる場合

特殊
１

990千円
（一人につき）

世帯内に大学・
短大・専門・高
専へ就学してい
る人がいる場合

特殊
２

総所得金額
と基準金額
の差額分

そのほか家計を
ひっぱくする事
由があると認め
られる場合

特殊
３

【別表２】

※特殊１・２の事由＝平成２２年４月現在

※募集期間以外の応募については、教育委員会教育総務課
までご相談ください。

奨学生を募集しま奨学生を募集しますす
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　市の消費生活相談員が、借金・多

重債務の相談に応じ、弁護士などと

連携しながら、多重債務の解消・債

務整理後の生活再建を支援します。

相談は無料です。秘密は厳守します。

【日時】　１日（月）、８日（月）、　　

　１５日（月）、　２２日（月）

　午前９時～午後８時

▼２１日（日）午前９時～午後５時

【相談電話番号】

　緯 0220（34）2308　※直通

【場所】　市役所中田庁舎２階

【問い合わせ】

　産業経済部商工観光課

　商業振興係

　緯 0220（34）2734

「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」

　２月の
　夜間相談窓口開設日

　納税に関する相談に応じます。

【日時】　２月２５日（木）

　午後８時まで

【場所】　市役所迫庁舎１階

　総務部税務課　徴収対策係

【問い合わせ】

　総務部税務課　徴収対策係

　緯 0220（22）2169

　２月の
　多重債務110番の日

　普通救命講習の
　受講者募集

　登米市立仙台学寮
　入寮生募集

　市では、一般の人も使用できるよ

うになったＡＥＤ(自動対外式除細

動器)を各庁舎や学校、体育館など

公共施設への導入配置を進めていま

す。

　心配蘇生法を中心に、ＡＥＤを

使った講習会を開催しますのでぜひ

受講してください。

【日時】　２月２８日（日）　

　午前９時～正午

　※８時３０分から受付開始

【場所】   市消防防災センター

　３階　救急研修室

【募集人員】　３０人程度

【講習内容】　普通救命講習Ⅰ（観察

　要領・心配蘇生法・ＡＥＤ使用法）

【受講料】　無料

【申込方法】　電話・ファクシミリ・

　電子メール

　※ファクシミリ・電子メールで申

　し込みの場合は、申込書に住所・

　氏名・生年月日・連絡先（電話番

　号）などを記入し、普通救命講習

　受講希望と明記してください

【申込用紙】　市消防署救急係、各出

　張所にあります。また、市ホーム

　ページからもダウンロードできま

　す。

【申込期限】　２月２１日（日）

【その他】　

　①講習終了後、普通救命講習終了

　証を交付します。

　②講習は、実技が主体となります

　ので、運動に適した服装で参加し

　てください。

【申し込み・問い合わせ】

　市消防本部警防課　救急救助係

　緯 0220（22）1901

　胃 0220（22）4699

　死 keibou@city.tome.miyagi.jp

　（男女別）・洗面所２個所・各階共

　同トイレ・インターネット利用可

　能。

　※築２８年の施設になります。施設

　見学可能ですので、教育総務課ま

　たは仙台学寮までご連絡ください。

　事前に見学の上、申し込みをお願

　いします。

【使用料金】　

　学寮使用料＝15,400円（月額）

　学寮管理費負担金（光熱水費）

　＝7,000円（月額）

　※食費などは別途負担となります。

【問い合わせ先】　

　教育委員会教育総務課　総務係　

　緯 0220（34）2670

　登米市立仙台学寮　

　緯 022（233）3609　　　　【対象者】　登米市出身の高卒者（卒

　業予定者）で仙台方面の大学・専

　門学校などに通学する、または通

　学する予定の学生

【募集人数】　男子１人

　※空部屋については、男性用部屋

　１室（１人）であるため、男子学

　生のみの募集となります。

　また、入寮する際の部屋の指定は

　できません。（相部屋（２人１室）

　になる場合もあります。）

　※応募多数の場合は、抽選となり

　ます。

　※入寮日は、３月末～４月を予定

　しています。

【申込方法】　入寮申込書に必要事項

　を記入の上、教育委員会教育総務

　課に直接申し込みください。申込

　書用紙は、教育総務課および各地

　区教育事務所にあります。また、

　市ホームページ（教育委員会）か

　らもダウンロードできます。

【締め切り】　２月２６日（金）必着

【学寮所在地】　

　仙台市青葉区堤町一丁目５－２６

　施設設備：ホール・浴室２個所　

Feb.201025

「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」

　るるぱパソコン講習会
　受講生募集

　最近、「地上波デジタル放送切り

替えのために工事が必要です」など

と言って、工事費用名目でお金をだ

まし取る詐欺が発生しています。

　工事にお金が必要と言われたら、

「悪質商法」の可能性があります。そ

の場合は、その場で契約書・申込書

などへの署名や押印はせずに、相手

の身分証明書を確実に確認して、最

寄りの警察署、または市役所に連絡

をしてください。

デジタル放送切り替え工事

名目の詐欺が発生中！

　市営住宅入居者募集

　で５０歳以上の人も可）、身体障害者

　（１～４級）・精神・知的障害者の人

　は単身入居することができます。

　③入居者全員に市税の滞納がない

　こと。

　④現に市営住宅に入居している人

　は、申し込みできません。

　⑤申込者または同居予定者が暴力

　団員でないこと。

【申し込み】　

　各総合支所地域生活課

　産業建設係

　※各住宅に重複して申し込みする

　ことはできません。

【申込期限】　　２月１５日（月）

【問い合わせ】　

　建設部建築住宅課　住宅管理係

　緯 0220（34）2316

市営住宅

◆迫新下谷地住宅６号

　（迫町北方字新下谷地１１４番地）

　募集戸数　１戸（２Ｋ）

　家賃月額　３，６00円～５，３00円

　駐車場　なし

◆米山今泉住宅２ー２３号

　（米山町字桜岡今泉３９番地２）

　募集戸数　１戸（２ＤＫ）

　家賃月額　２０，７00円～３０，８00円

　駐車場　あり

【募集対象者】　

　現に住宅に困っている世帯

【入居資格】

　①入居収入基準が15.8万円以下で

　あること（小学校就学前の子ども

　のいる世帯、身体障害者、６０歳以

　上の人は２１.4万円以下）。

　※収入基準の算出は、入居予定者

　の合計所得から世帯主以外の入居

　予定者１人につき３８万円を控除し、

　１２カ月で割った金額。

　②同居する親族がいること（婚姻

　予定も可）。

　※原則として単身での入居はでき

　ませんが、  ６０歳以上の人（ただし、

　特例として平成１８年４月１日現在

◆ビデオ編集入門講習

【日時】　２月２４日（水）～２６日（金）

　午後７時～９時

【内容】　ビデオカメラで撮影した映

　像をパソコンで編集・加工の方法

　や、ＤＶＤなどへの書き込み方法

　を学習をします。

【受講資格】　入門講習を受講した人

　またはマウス・キーボードの操作

　ができる人

【対象者】　市内に在住または勤務し

　ている人（同一講習経験のない人

　が優先）

【場所】　南方住民情報センター

　「るるぱ」（市役所南方庁舎内）

　シアターホール

【定員】　１５人（先着順）

【参加費】　1,500円程度（テキスト代）

【受け付け】　２月５日（金）　

　※電話受付開始は午前１０時

◆移動講習会

表計算（エクセル）初級講習

【日時】　２月１６日（火）～１８日（木）

　午後７時～９時

【内容】　表計算ソフト（エクセル）を

　使い、数値や数式の入力による表

　計算・関数などオートフィルを使った

　データコピー、基本的な罫線や簡単な

　表やグラフの作成などを学習します。

【受講資格】　入門講習を受講した人、

　または同程度の知識がある人

【対象者】　市内に在住または勤務し

　ている人（同一講習経験のない人

　が優先）

【場所】　登米公民館

　（市役所登米庁舎となり）

　２階会議室

【定員】　１８人（先着順）

【参加費】　1,000円程度（テキスト代）

【受け付け】　２月５日（金）　

　※電話受付開始は午前１０時

【申し込み・問い合わせ】　

　南方住民情報センター「るるぱ」　

　緯 0220（58）5557

　▼開館日＝火曜～日曜日・祝日の

　午前９時～午後５時まで

　▼休館日＝月曜日（月曜日が休日

　の場合は、火曜日）
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「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」

健 康 ＆ 福 祉●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

   大切な“いのち”を守るため
                              献血にご協力ください

全　血
10：00～12：00ロ ッ ク シ テ ィ 佐 沼

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー
※骨髄バンクの登録も受け付けします

２/６
13：00～16：30

全　血16：00～17：00み や ぎ 生 協 加 賀 野 店１５

【問い合わせ】　市民生活部健康推進課　健康推進係
　　　　　　　緯 0220（58）2116

障害者就業相談のお知らせ

【相談日時】　２月２３日（火）

　午前　①９時３０分～　②１１時～

　午後　①１時３０分～　②３時～

【場所】　県東部保健福祉事務所　登米地域事務所

【申し込み】　予約制です。住所地の総合支所市民福

　祉課市民福祉係に申し込みください。

【問い合わせ】

▼福祉事務所生活福祉課　障害福祉係

　緯 0220（58）5552

　 ▼各総合支所市民福祉課　市民福祉係

佐　　 美  空 ちゃん
み く

（南方町大門・和範さん）

岩渕　 陽  菜 ちゃん
ひ な

（南方町沢田・良太さん）
星　 光 ちゃん

ひかる

（南方町苔野谷地下・大輔さん）

後藤　 優心 ちゃん
こ こ ろ

（米山町野手谷地・芳弘さん）

木村　 暖 ちゃん
はる

（米山町斉藤・茂樹さん）

渡邊　 留  唯 くん
る い

（南方町梶沼・温さん）

※（　）内には申し出があった

保護者の名前を掲載しています。

12月15日の３歳児健診（３歳６カ月～７カ月児）でむし歯がなかった子は、市内２地区で
12人中６人でした

２７ Feb.2010

「登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています」

けんこう と ふくし ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

２月の「こころの相談」

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。　※居住地以外のところでも相談できます。

一人で悩まずに相談を

　母子健康手帳は原則として、住

所地の総合支所市民福祉課健康づ

くり係で交付します。

　上記以外においでの際は、事前

にご連絡ください。

　また、妊産婦の健康相談も行っ

ています。気軽にご相談ください。

電話での相談も、随時受け付けて

います。

母子健康手帳の交付
と

妊  産  婦  相  談

毎週月曜日

8：30 ～ 11：30

●眠れない、気分が落ち込む、イライラする
●家庭や職場、学校などで対人関係がうまくいかない
●人との付き合いがおっくうだ　　　　　　　
●お酒がやめられない
●物忘れが気になる、認知症による問題行動でどうしたらいいか分からない
●精神疾患を抱えている本人や家族、関係者など

申し込み電話番号担　当場　所日（曜）地区

緯 0220（22）5554臨床心理士迫保健センター２５日（木）迫

緯 0220（34）2311カウンセラー中田保健福祉会館１２日（金）中　田

緯 0225（76）4113カウンセラー豊里健康管理センター５日（金）豊　里

緯 0220（55）2112精神保健福祉士米山総合支所２６日（金）米　山

緯 0228（34）2112精神科医師石越総合支所１８日（木）石　越

緯 0220（58）2113精神科医師南方保健センター１６日（火）南　方

緯 0225（68）3114精神科医師津山ふれあいセンター１６日（火）津　山

不明な点は、各総合支所市民福祉課　健康づくり係まで問い合わせください

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番の休日当番医・歯科休日当番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医

歯科休日当番医休日急患当番医　緯 0220（22）2084（医師会）月　日

緯 0220（22）2175登米町市 立 登 米 診 療 所緯 0220（52）2175登米町市 立 登 米 診 療 所２/７

緯 0220（35）2552中田町か が の 歯 科 医 院緯 0220（22）1155迫　町田 中 医 院11

緯 0220（22）7411迫　町高橋歯科クリニック緯 0220（21）1380迫　町上 杉 皮 膚 科 医 院14

緯 0220（52）3210登米町高 橋 歯 科 医 院緯 0225（76）3420豊里町佐 藤 医 院２１

緯 0220（22）8145迫　町ホ ワ イ ト 歯 科緯 0220（45）2301東和町米 川 診 療 所２８

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】　※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課　緯 0220（58）2116

産診療時間　９：００～１７：００

産休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（２４時間）

※当番医は、変更になることがあります。各医療機関に確認の上、受診してください。　
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和美会　代表　

 小林  良 
りょう

 子 さん
こ

茶
道
サ
ー
ク
ル

 和
美
 会
　
　
　
 （
米
山
）

な

ご

み

９

ガス消毒が終わった１２月から３月まで

は、ほかの業務と並行し、おもに「保

存管理」の仕事が中心になります。作

業は資料の更新手続きや新資料の清掃

作業、データ記録、古文書の整理など

で、内容を把握しながらの作業のため、

人手も時間も掛かります。昨年度は市

民ボランティアの協力を得て、約２８００

冊の古書籍・典籍類の整理が終わりま

した。今年で博物館も１０周年。博物館

では、今後も継続して保存管理を行い、

市内の貴重な資料の保存活動を進めて

いくことにしています。

中性紙でできた封筒に入れ替え、劣化を防ぎます

　これからも、地域の子ども

たちに「お茶」を通して礼儀

作法はもちろんのこと、目上

の人を敬う心、相手を思いや

る心などを身に付けてもらえ

るような活動をしていきたい

と思っています。

日　時　　　月　　 日（金）２ ２６
　　　　　午後６時３０分～
　　　　　※午後５時３０分開場　
場　所　中田農村環境改善センター
入場料　無料（全席自由：要整理券）
整理券　教育委員会各事務所、迫体育
　　　　　館、登米・中田総合体育館で
　　　　　２月８日（月）から配布しま
　　　　　す（郵便では受付けしません）。
内　容　今年Ｊ２優勝、７季ぶりのＪ
　　　　　１復帰を果たしたベガルタ仙
　　　　　台の軌跡、自らのサッカー人
　　　　　生のエピソードを交え、お話
　　　　　しいただきます。
問い合わせ　市教育委員会生涯学習課
　　　　　　　緯0220（34）2698

【プロフィール】岩本輝雄  １９７２年５月２日生神奈川県出身。元サッカー日本代表選手、ポジショ
ンはミッドフィールダー。黄金の左足を武器に「テル」の愛称で親しまれ、ベルマーレ平塚を皮
切りに名古屋グランパスエイトを退団するまで６チームに在籍。２００１年から３年間、ベガルタ仙
台に入団。２００２年のＪ１昇格の原動力として活躍。２００４年シーズンに名古屋グランパスエイトを
退団後、約２年間選手生活から遠ざかっていたが、２００６年１０月、ニュージーランドのオークラン
ド・シティＦＣでＦＩＦＡクラブ世界選手権のオセアニア地区代表として２試合に出場。現在は、
現役時代に在籍していたクラブの１つであるベガルタ仙台でアンバサダーを務めている。

講師　岩本　 輝  雄  さん
てる お

登米市スポーツ講演会

　　講師　元サッカー日本代表

　　　　ベガルタ仙台アンバサダー（親善大使）

          　　　　　　　岩本  輝  雄 さん
てる お
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http://www.city.tome.miyagi.jp/m/

　登米市メール配信サービス

　http://tomecity.mail-dpt.jp/


